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●食事券の仕様
<表面>

用紙：上質紙
表紙・裏表紙127.9ｇ/㎡、本文104.7ｇ/㎡

デザイン：マスコットキャラクター「はばたん」を用いた食事券とします。
偽造防止：マイクロ文字、彩文印刷、蛍光発色インクなど検討
見本券：加盟店に1枚。

紙質、サイズ、色数、原稿、偽造対策は食事券本体同様。

内容・仕様等
サイズ：縦76mm×横160mm
色数：表紙4/0色、本文6/1色、裏表紙0/0色
仕様：表紙・裏表紙1枚、本文 500円券25枚/ミシン線2本

針金留1か所、クロス巻（黒）/
表紙・本文にナンバー印字
※糊綴じになる場合があります。

①本券番号
●OCR-Bフォント
・自治体コード3桁＋負担金区分1桁＋券種コード2桁
＋スペース1桁 ＋連番8桁＋スペース1桁+C/D1桁
・位置固定
・周囲クリアエリア（白地）は10ｍｍ

②半券番号
●OCR-Bフォント ・連番8桁

③切り取りミシン線加工
④使用期限
⑤食事券使用にあたっての注意事項
⑥加盟店、使用済押印欄（社名横判など）
⑦加盟店への注意事項

<裏面>

▶食事券の仕様

見 本

⑦

①

②

③
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●食事券の保管・配送（日本郵便大阪北物流ソリューションセンターに発注）

1箱200冊で厳封

▶食事券の管理

大日本印刷にて食事券を印刷後、食事券は大阪北郵便局（郵便部・ロジスティクス係）内

に専用の保管庫を借り上げ、厳重に管理しました。

実施時期が急遽早まったため、初回は大日本印刷より各販売所に直送しました。コロナウイル

ス感染症の感染拡大防止のため、販売の一時停止により、以降は大阪北郵便局より各販売

所へセキュリティ便で発送、食事券№等全て台帳で管理しました。事業が長期化したため、一

時的な販売所からの返却等についてもセキュリティ便を利用しました。

急ぎで食事券を販売所に発送する必要が生じたときは、事務局よりスタッフが複数名で出

向き、持ち出し管理簿で互いに管理番号（箱№）と食事券冊数を目視で確認しました。

食事券は、販売所及び発送中の盗難事故のリスクを最小限に抑えるため、複数名体制で食事

券の保管・配送・返却を行いました。

• 加盟店用に整備した事務局運営システムを活用し、各販売所の発送・在庫・発売数を管

理、更にExcelフォームにより大阪北郵便局と発送管理台帳を共有し、正確な冊数の確認や

相違時の原因究明をスムーズに行うことが出来ました。

（気付き：効果的であった取組・内容）

（気付き：今後改善すべき点・内容）

• 当初計画より相当の期間延長となり、大日本印刷・大阪北郵便局ともに保管スペース確保の

問題が発生しました。（別の仕事が受けられないとの申し出）追加費用の支払いで解決しま

したが、紙ベースの事業は食事券を保管・管理するスペースがどうしても必要となるため、今後

同様の事案を取り扱う際はリスク発生を視野に保管契約を行っておくべきだと思料します。
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換金業務4

▶食事券の換金業務
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▶食事券の換金業務

●換金システム・スケジュールの策定（大日本印刷に発注） ※Ｐ25参照

あらかじめ加盟店には換金請求用の封筒と伝票（換金キット）を提供しました。

加盟店毎に登録番号・バーコードを印字した事により、正確な換金作業が出来ました。大日

本印刷食事券回収事務局（東京）とは定期的な確認作業（送付枚数の相違、異物混入

＝別の商品券など）をスケジュールに基づき行い、齟齬を解消しました。

これにより加盟店からの問合せ（送付枚数と振込額が違うなど）も迅速かつ正確な案内をす

ることが出来ました。

食事券の読取後は当事業用に用意した事務局管理システムで振込データを作成し、日本旅

行本社経理部よりスケジュールに基づき振込を計33回行いました。

• 食事券の換金請求時には、マチ付きの大封筒（チェーン店や大型店舗・ホテルレストランなど

換金枚数が多い場合はゆうパック用の伝票を随時送付）を基本とし、換金の枚数にあわせて

柔軟な送付方法をご案内しました。また着払いにより加盟店の負担を軽減させました。

• バーコードの印字により加盟店の換金状況がリアルタイムで確認できたため、問合せが多かった

食事券の到着日や枚数の照会がスムーズに行えました。

• 加盟店に登録いただいた金融情報の精度を高めるため、換金開始前にテスト送金を繰り返し

行ってから本番に臨んだため、送金エラーは殆ど発生しませんでした。

（気付き：効果的であった取組・内容）

（気付き：今後改善すべき点・内容）

• コロナウイルス感染症の感染拡大は物流にも影響し、毎回締切の翌日以降に食事券回収事

務局に到着するケースが散見され、その場合は次回の振込となるため、換金されるまでの日数

が長くなり、加盟店にご負担をお掛けする事がありました。（兵庫→東京間の料金受取人払

郵便で4営業日も要した時がありました）

• 緊急事態宣言中などで追加キット類を送付した際、加盟店が休業中であり、かつポストが無

い・またポストに入らない等の理由で一定数の返却があり、記録が残る送付方法で大量に返

却されたことから、費用低減の観点から考えると、普通郵便かメ－ル便でも良かったのではない

かと感じました。

• 換金キット類の未着について加盟店から連絡があった際、確認するのに多くの手間と時間を要

しました。殆どが店内で別の方が受領されていたのですが、再送付も発生しました。

• 換金請求が店舗からと本社が集約する加盟店が存在し、一部換金キット類を兵庫県外に住

所を置く本社へ送付して欲しい希望もありましたが、店舗発送で統一している事を説明し了承

頂きました。
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▶食事券の換金業務

一斉FAX・ﾒｰﾙ配信（2020.11.20）

GoToEatひょうご事務局より重要なご連絡No2 (必ずご一読ください）11/20

参加飲食店用キットの送付時の冠詞

GoToEatひょうごキャンペーンご参加の飲食店の皆様

◆同封しておりますキットは、以下の3点です。

　①精算用換金伝票（3片制)　　 …　　　2シート（最大6回分)

　②使用済食事券送付用封筒　　　…　　　6枚（最大6回分)

　　※使用済食事券の枚数が多く、送付用封筒に納まらない場合は、段ボールなどで送付いただくことになりますが、その際

　　　必要となります着払い用の伝票は同封しておりません。ご必要な場合は事務局にご請求下さい。

　③新しいポスターとステッカー …　恐れ入りますが、再開が決まりましたら、日付をご記入のうえ、掲示をお

　◎事務局で『承認』次第、ホームページの「ご利用店舗」に掲載します。その時点から食事券の取扱いを始めて下さい。

　「準備ができていない」・「換金キットが無いから取扱いできない」等の理由でお客様から食事券を収受せず、現金でのお

　支払いを求められる事がないよう、スタッフ様全員への周知徹底をお願いいたします。

　◎原則として途中での参加辞退は認めていません。諸事情等により食事券の取扱いを停止される場合は、必ず事前に事務局へ

　連絡をお願い致します。

　◎「食事券の半券または、本券を誤ってお客様に渡してしまった」という事例が数件発生しています。この場合、換金が遅れ

　ます。　＜最終回の換金において、他店での利用がないことを確認した後に該当分の精算を行います。＞

　　※くれぐれも食事券の＜本券＝大きい方＝提出用、半券＝小さい方＝飲食店様の控え＞の取扱いにはご注意ください。

　（3枚目の管理番号バーコードを含む)等が事前に印字されていない場合があり、記入の必要があるかどうかの問い合わせが

　あります。換金伝票を作成されるにあたり、下記項目への記入が必須になりますので、使用済食事券を送付される際は

　ご記入漏れがないかご確認のうえ、返信用封筒に封入してください。

　＊店舗コード　　 ※印字済の場合があります。店舗コードに間違いがないかご確認ください。

　＊取扱い店舗　　 ※同上

　＊食事券枚数　   ※送付する食事券（本券：大きい方)の枚数を記入してください。

　＊記入日 　　　　※投函される日を記入して下さい。

　　※以上の項目以外で記入、印字漏れがあっても換金に支障はありません。

　　※食事券の半券（小さい方)は、キャンペーン終了（振込が確認できる）まで大切に保管しておいて下さい。

◆食事券の換金（事務局へのご請求)について

令和３年７月

Go To Eatひょうごキャンペーン事務局

7月以降の事業延長に伴う換金キット類の送付と、換金暫定スケジュールについてご案内

「GoToEatひょうごキャンペーン」事業へのご賛同とご支援に厚く御礼申し上げます。

事業延長に伴い、必要となります換金キット類の送付と、換金スケジュールについてご案内いたします。

　　願いいたします。　※再開時期を事務局からご案内するまでは、ご使用（掲示）にならないようお願いします。

　★　★　★　【重要】飲食店の皆さまへお願い　★　★　★　

◆食事券の取扱いについて

　◎食事券裏面への店名押印は、「使用済であることの証明」です。お客様から収受された後、必ず押印して下さい。

　◎すでに他店の押印がある食事券は無効で換金はできません。絶対にお受け取りにならないで下さい。

　◎事業者（参加飲食店)マニュアル９ページの（３)に記載されています「換金用伝票」への記入方法について、一部管理番号

【換金用伝票にご記入いただく必須項目】

●換金キット類の作成・発送（大日本印刷・大和物流・NBSに発注）

大日本印刷に換金請求時に添付する伝票（加盟店名等の印字、複写式1セット3回分）・

封筒（1000枚の食事券が入る料金後納郵便の大封筒を準備）・利用者告知用のポスター

とステッカーを発注し、食事券の見本券とともに、換金作業時の注意事項をまとめた冊子（マ

ニュアル）一式を大和物流より加盟店に一斉発送しました。

尚、新型コロナの感染拡大による事業延長に伴い、換金キット類は計5回発送となりました。

（5回目はグループ会社で内製できると判断し、日本旅行ビジネスソリューションズに発注しました）

• 兵庫県より急遽1ヶ月開始を前倒しするよう要請があり、換金用伝票の印字が間に合わず未

完成（白紙・手書き）のものを発送せざるを得ませんでしたが、以降は印字済みの伝票を提

供したため、換金作業（エスカレーション）時の店名相違等の対応がスムーズに進みました。

• 換金用伝票が複写式で加盟店用の控えがあったため、換金作業（エスカレーション）時の枚

数相違発生時、何枚いつ発送したのかを正確に共有することが出来ました。

• 2021年11月末の追加キット送付時は、ヤマト運輸のネコポスを利用しポスト投函した事によ

り返却数が大幅に減少しました。また、ネコポスはダンボ－ル箱での送付だった事により、問い合

わせがあった際も説明しやすく、加盟店側の捜索も容易で、再送の件数が減少しました。

（気付き：効果的であった取組・内容）




